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函館市医療・介護連携推進協議会

函館市では

2015年5月から函館市医師会との共

同により、医療・介護連携推進事業の

計画をすすめ、各関連13団体で構成

された「函館市医療・介護連携推進協

議会」を設立し医療・介護連携推進事

業に取り組んでいる。



函館市医療・介護連携支援センター

・市民や医療・介護関係者の不安やお悩
みの相談窓口

・地域の医療・介護資源の情報提供

・医療・介護に関する各種研修会の開催

医療と介護の架け橋となる

「函館市医療・介護連携支援センター」を

函館市医師会へ運営委託し、函館医師

会病院内に設置。

※北斗市・七飯町は2021年7月に
『ほくと・七飯医療・介護連携支援センター』を函館
市と同様に函館市医師会へ運営委託し、函館医師
会病院内に設置。



医療・介護連携を進める上での地域の声

協議会では2015年に各事業者へのアンケート調

査を実施し回答を精査した結果。

情報の量や質にバラつきの少ない

『地域で統一された情報共有ツールが必要』

との意見が多数寄せられた為、「情報共有ツール作

業部会」を設置し作成に取り組むする事となった。



協議会

函館市医療・介護連携推進協議会の組織図

連携ルール作業部会 情報共有ツール作業部会 多職種連携研修作業部会

・退院支援分科会
・急変時対応分科会



「情報共有ツール作業部会」でのツール作成

2016年から11団体11人と事務局による作業部会は各関係団体

等との議論も重ね、医療・介護サービスを必要としている高齢者等

の情報を一元的に把握するため「どの職種でも分かりやすく」

「見やすく」 「連携しやすく」を重視して、部会と作成の鍵になる

「コア会議」を何度も・・・何度も…開催しました・・・



情報共有ツールの完成

2016年中にシームレスな連携を図る為の、情報共有ツールを完成。

『はこだて 医療・介護連携サマリー』

と命名し各種マニュアル(活用・作成・評価 の3種)も作成。



『はこだて医療・介護連携サマリー』 の活用局面



【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 ❶

基本ツール



【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 ❷

応用ツール
19種類

① 付帯情報管理
② 褥瘡管理
③ 認知症管理
④ 食事摂取困難管理
⑤ 自己腹膜灌流管理
⑥ 酸素療法管理
⑦ 中心静脈栄養法管理
⑧ 糖尿病治療管理
⑨ 経管栄養法管理
⑩ 膀胱留置カテーテル管理
⑪ 自己導尿管理
⑫ 腎瘻・尿管皮膚瘻管理
⑬ 人工呼吸療法管理
⑭ 気管カニューレ管理
⑮ 人工肛門・人工膀胱管理
⑯ 感染に関する管理
⑰ 緩和ケア情報共有シート
⑱ ACP
⑲ 特記事項



『はこだて医療・介護連携サマリー』 の仕組み

『基本ツール』内で

決められた項目に

☑が付いた場合、

『応用ツール』

を作成する



2017年3月を「連携サマリー」の正式運用開始(推奨)と設定し、周知と試験運用

(モニタリングを含め)を実施すべく医療・介護等関係団体へ作業部会のメンバーと

して説明したのだがコンセンサスを得られなかった・・・。

特に・・・医療機関(急性期)・・・の仲間が・・・

『はこだて医療・介護連携サマリー』 の正式運用スケジュール



『はこだて医療・介護連携サマリー』 の正式運用開始

●急性期を除く医療機関は積極的に活用に動いてくれて、急性期病院はネガティブ

であった・・・、しかし、急遽、市内数件の急性期医療機関が方針転向！

2018年3月 正式運用開始



2024年上半期のモニタリングでは函館市内の約半数の医療・介護事業所が「連携

サマリー」の活用している。

あれだけネガティブであった急性期病院も「看護サマリー」の様式に「はこだて連携

サマリー」を取り入れ活用して頂いている状況。

『はこだて医療・介護連携サマリー』 の活用状況



●評価項目等の標準化に向けて基本ツールの身体・生活機能等の項目を国際的

なＡＤＬ評価となっているバーセルインデックス（Barthel Index）の並びと

項目名に変更。

●介護側のLIFE加算「科学的介護推進に関する評価」から口腔と栄養の項目を

追加。

2024年12月『はこだて医療・介護連携サマリー』 のマイナーチェンジ



今後も、他地域でも標準的に活

用ができる「連携サマリー」とし

て、地域で育て行きたい

『はこだて医療・介護連携サマリー』 マイナーチェンジ後



今後も、他地域でも標準的に活

用ができる「連携サマリー」とし

て、地域で育て行きたい

『はこだて医療・介護連携サマリー』 マイナーチェンジ後



フリガナは自動で
出てきます。

自動計算されます。



基本ツール①で入
力した名前が標記
されます。

セルをクリックして
選択して下さい。



プルダウン式 フェイスシート版



STEP① STEP② STEP③ STEP④

介護から
医療へ提案

医療・介護
で検討･作成

医療で
積極活用

介護側
の活用促進

情報共有ツールの作成を

望む声が強くなる

各団体と協議・検討し

サマリーの作成

試験期間から医療で

積極利用してもらい

「看護サマリー」=

「連携サマリー」に

なっている急性期が

増加

ケアマネや施設の活用

促進とICT活用促進

『はこだて医療・介護連携サマリー』 の活用拡大のProcess



ＩＣＴは医療・介護

連携のマストアイテム



『はこだて医療・介護連携サマリー』 ＩＣＴ連携促進

●2016年の第1回「情報共有ツール作業部会」の開催当初から、ICTの活用を

検討しており、効率的かつ積極的な「医療と介護」の情報共有を提唱し続けた。

●現場の意見としては、ペーパーでは無く、データでのやり取りでICT上でのや

り取りを希望している。



ＩＣＴ連携の函館の強み

は、函館の会社です。



ＩＤＬｉｎｋによる積極的な医療介護連携のポイント

●「ファイル」へのサマリーのアップロード

●「ノート」機能の有効活用



ＩＣＴ-ＩＤＬｉｎｋによる医療・介護連携の強み

●サマリーや情報の保管と時系列による多職種共有

●医療・介護のシームレスなリアルタイム連携の実現

●救急医療での活用

●災害時の活用

●函館市の病院の殆どがIDLinkを導入し、情報公開している

●道南メディカ運営委員9名のうち4名が「情報共有ツール作業部会」部会員

◎介護側への利用拡大が喫緊の命題





3文書・6情報

・診療情報提供書
・退院時サマリー
・健康診断結果報告

・傷病名
・アレルギー
・感染症
・薬剤禁忌
・検査
・処方



医療(連携)について
～地域医療構想vision～

少しだけ…



道南三次医療圏の面積

北渡島檜山 約2,473平方キロメートル

南 檜 山 約1,423平方キロメートル

南 渡 島 約2,669平方キロメートル





南渡島医療圏人口推計



2040年頃に向けた医療提供体制の総合的な改革 2024.12.25 社会保障審議会医療部会







「ときどき入院、
ほぼ在宅」の推進

医療・介護の連携強化



医療・介護連携強化のための『はこだて医療・介護連携サマリー』を活用

サマリーは情報を「作る」側ではなく、情報を「見る」側（受け取る側）のために

・ 分かりやすさ ・ 関連性 ・ タイミング ・ 量

などに考慮し作成して頂きたいと考えています。

道南圏の医療・介護連携強化の為に、地域で『はこだて医療・介護連携サマリー』

を積極活用して頂き、「見る」側が効率的に内容を理解でき、患者の医療・介護の

ニーズに対しての支援がシームレスに提供され、患者中心のケアの継続を実現。

『はこだて医療・介護連携サマリー』を活用し、育てて頂くには皆さんの

情報共有「力」、意識改革「力」、多職種連携「力」が必要です



向こう三軒両隣の精神
～自己満足しない理解し合う関係～

多職種連携に必要なこと・・・



ご清聴ありがとうございました。


